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▲青年学級の学習課目「一覧表」
（昭和 29年 4月 5日～ 30年 3月 25日）各地
区ごとのすさまじい学習時間が記載されている

▲芸能祭「太田西町青年団」（昭和 30年 9月）

「青年による芸能と演劇」
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　当時の青年団が心血を注いだ取り組みの一つとして演劇活動があ
ります。戦後に復興した村芝居に新しい演劇作品も加わり、そこに

年２月には太田町中町の前進座で市連合青年団演劇大会が開催され
市内８地区から太田青年団の「春麦」が1位に選ばれました。下米
田青年団は演劇を主軸とした団活動や仲間づくりを図り、昭和51
年３月には地区代表として「青春の灯」を県大会で上演しています。

Pick Up

▲「青年学級だより」創刊号
　（昭和 29年）


